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 －１－

使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意使用上のご注意 

本書はご使用の前によくお読み下さい。また、大切に保管をお願いします。 

 

  本書に使われているマークの意味は次の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 周囲温度－５℃～３５℃の範囲でご使用下さい。 

● 直射日光の当たる場所は避けて下さい。 

● 振動、衝撃のある場所に設置しないで下さい。 

● 磁気や電磁波を発生する機器の付近には設置しないで下さい。 

 

 

  

 

 

感電防止の為、アース端子は必ず接地して下さい。 

ケースを分解しないで下さい。故障の原因となります。 

！！！！

警告警告警告警告 

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷など人体に重大な危険 

を及ぼす可能性がある行為に対して示されます。 

その注意に従わなかった場合、けがを負う恐れのある行為、または 

機器の損傷につながる行為に対して示されます。 

注意注意注意注意 

！！！！

！！！！

警告警告警告警告 

電源ケーブルを差し込む前に、必ず電圧が本器の仕様と合っているか 

確認して下さい。 
！！！！

警告警告警告警告 

設置場所が適切か確認して下さい。 

 
！！！！

注意注意注意注意 

！！！！

注意注意注意注意 



 －２－

 

改定履歴 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初版 2006.11.06 

版 日付 改定内容 

－ 

Ｒ１ 2008.04.16 P.9に印字せずに上昇の記述追加。ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ V1.43以降で 

有効。 

Ｒ２ 2010.04.14 P.9に直前データ抹消の記述追加。印字例に抹消印字追加。 
F28に年月日時分印字する・しないの設定追加。 
ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ V1.4４以降で有効。 



 －３－

目目目目    次次次次 

    １．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能               

        １－１．前面パネル１－１．前面パネル１－１．前面パネル１－１．前面パネル  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ４４４４ 

        １－２．後面１－２．後面１－２．後面１－２．後面  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ５５５５ 

    ２．仕様２．仕様２．仕様２．仕様       

        ２－１．アナログ部２－１．アナログ部２－１．アナログ部２－１．アナログ部        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ６６６６ 

        ２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ６６６６ 

        ２－３．プリンタ２－３．プリンタ２－３．プリンタ２－３．プリンタ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ６６６６ 

        ２－４．一般仕様２－４．一般仕様２－４．一般仕様２－４．一般仕様        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ６６６６ 

        ２－５．付属品２－５．付属品２－５．付属品２－５．付属品        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ６６６６ 

    ３．操作方法３．操作方法３．操作方法３．操作方法             

        ３－１．電源投入３－１．電源投入３－１．電源投入３－１．電源投入  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ７７７７ 

        ３－２．上限／下限３－２．上限／下限３－２．上限／下限３－２．上限／下限    設定値の確認、変更設定値の確認、変更設定値の確認、変更設定値の確認、変更 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ７７７７ 

        ３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ９９９９ 

        ３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ９９９９ 

        ３－５．測定３－５．測定３－５．測定３－５．測定  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・            ９９９９ 

        ３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        １０１０１０１０ 

    ４．ファンクション設定４．ファンクション設定４．ファンクション設定４．ファンクション設定             

   ４－１．設定一覧４－１．設定一覧４－１．設定一覧４－１．設定一覧  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        １１１１１１１１ 

            ４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        １４１４１４１４ 

            ４－３．設定方法４－３．設定方法４－３．設定方法４－３．設定方法  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        １４１４１４１４ 

            ４－４．設定値内容４－４．設定値内容４－４．設定値内容４－４．設定値内容  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        １４１４１４１４ 

    ５．プリンタ５．プリンタ５．プリンタ５．プリンタ   

５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        ２０２０２０２０ 

    ６．校正６．校正６．校正６．校正   

６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        ２１２１２１２１ 

６－２．校正用設定６－２．校正用設定６－２．校正用設定６－２．校正用設定   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        ２１２１２１２１ 

６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        ２１２１２１２１ 

６－４．スパン校正６－４．スパン校正６－４．スパン校正６－４．スパン校正   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・        ２２２２２２２２ 



 －４－

    １．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能                

１－１．前面パネル１－１．前面パネル１－１．前面パネル１－１．前面パネル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 重量表示部 

   測定中はピークホールドします。測定後、「ゼロ」ボタンにより通常表示に戻ります。 

測定範囲を超えるとオーバー（ｏＬ）表示します。 

 

 ② 状態表示部 

   上限 ：測定結果が「上限＜測定値」の時に点滅します。 

   下限 ：測定結果が「測定値＜下限」の時に点滅します。 

   安定 ：重量値が安定している時に点灯します。 

   完了 ：測定が終了すると点灯します。 

 

 ③ キースイッチ部 

   ゼロ ：現在の総重量値が、ひょう量の±２％以内であれば表示をゼロにします。 

   合計 ：一体型プリンタに合計値を印字します。 

   紙送り ：一体型プリンタの紙送りを行います。 

   AUTO ：自動測定を開始します。 

   上限 ：上限値を表示または設定します。 

   下限 ：下限値を表示または設定します。 

   上昇 ：ロッドを上昇します。 

   下降 ：ロッドを下降します。 

１ 

２ 

３ 

プリンター 



 －５－

１－２．後面１－２．後面１－２．後面１－２．後面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ① 電源スイッチ 

   電源を「OFF-ON」します。 

 

 ② ヒューズホルダ 

   １Ａのヒューズが内蔵されています。 

 

 ③ 電源ケーブル導入口 

   ＡＣ１００Ｖ電源ケーブルが接続されています。 

 

 ④ データコネクタ 

   外部プリンタを接続する為のデータコネクタです。 

   （一体型プリンタ付きの場合は接続できません） 

 

 

 

 

 

３ 

１ 

２ 

AC100V 

1A 

ON 

ヒューズホルダを開ける時は、必ず電源ケーブルをコンセント 

より抜いて下さい。 
！！！！

警告警告警告警告 

４ DATA 電源電源電源電源 



 －６－

    ２．仕様２．仕様２．仕様２．仕様                  

２－１．計量部２－１．計量部２－１．計量部２－１．計量部    

 ひょう量 ４０ｋｇ（３９２Ｎ） 

 目 量 ５ｇ（０．０５Ｎ） 

 

２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部２－２．表示部／操作部    

 表示 ７セグメント赤色ＬＥＤ表示 

  文字高２０ｍｍ、５桁 

  測定中はピークホールドします。測定完了後、「ゼロ」 

  ボタンなど何か操作すると通常表示に戻ります。 

 状態表示 ４点  上限、下限、安定、完了 

 キースイッチ ８点  ゼロ、合計、紙送り、AUTO、 

    上限、下限、上昇、下降 

 

２－３．プリンタ２－３．プリンタ２－３．プリンタ２－３．プリンタ 

 一体型プリンタ 計量値、合計値等を印字します。 

  サーマルプリンタ、感熱ロール紙使用、漢字印字 

  紙幅５８ｍｍ、巻長２２ｍ、巻径Φ３７ｍｍ 

 

２－４．一般仕様２－４．一般仕様２－４．一般仕様２－４．一般仕様    

 電源 電源電圧 ＡＣ１００Ｖ±１０％ 

  電源周波数 ５０／６０Ｈｚ 

  消費電力 最大約６０ＶＡ 

  内蔵ヒューズ ミゼット型 １Ａ 

 材質／重量 外装ケース：ステンレス  約１２ｋｇ 

 

２－５．付属品２－５．付属品２－５．付属品２－５．付属品    

 取扱説明書 １冊 

 電源ケーブル １本（ケースに取付済み） 

 ２Ｐアダプタ １個（電源ケーブルに取付済み） 

 ミゼットヒューズ １個（１Ａ） 

 ロール紙 １個 



 －７－

    ３．操作方法３．操作方法３．操作方法３．操作方法                

 

 各スイッチの記述については、    １．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能１．各部の名称と機能     も参照して下さい。 

 

３－１．電源投入３－１．電源投入３－１．電源投入３－１．電源投入 

① 電源ケーブルをＡＣ１００Ｖコンセントに差し込みます。 

② 後面の電源スイッチをＯＮにします。 

 オール８表示で約３秒間点灯します。その後、重量値を表示します。 

    

３－２．上限／下限３－２．上限／下限３－２．上限／下限３－２．上限／下限    設定値の確認、変更設定値の確認、変更設定値の確認、変更設定値の確認、変更    

 ● 上限値の確認／変更上限値の確認／変更上限値の確認／変更上限値の確認／変更 

 

 ①     ボタンを押します。 

 総重量／風袋 表示部が右のように上限値を 

 表示します。 

 値を確認して下さい。何も操作しなければ 

 約３秒後に通常の表示に戻ります。 

 （３秒間の表示はＦ１３の設定で変更可能です） 

 変更する場合は、値の表示中に②以降を行います。 

 

 ② 表示中に    を押しますと点滅します。 

 

 

 ③ 下の各キーで値を変更します。 

 

          で点滅桁を左に移動（←） 

 

          で点滅桁を右に移動（→） 

 

          で点滅桁の値を＋１（↑） 

 

          で点滅桁の値を－１（↓） 

 

 

 ③     キーで値を決定し通常表示に戻ります。 

 

 ※※※※ひょう量を超えた設定はできません。 

上限上限上限上限 

２０２０２０２０.００００００００００００ 

ゼロ 

合計 
→→→→ 

紙送り 

←←←← 

AUTO 

(設定) 

 

上限 

下限 

上昇 
↑↑↑↑ 

下降 
↓ 

キーの配置 

紙送り紙送り紙送り紙送り 

←←←← 

合計合計合計合計 

→→→→ 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 

AUTO 

AUTO 

点滅 

２０２０２０２０.００００００００００００ 



 －８－

 ● 下限値の確認／変更下限値の確認／変更下限値の確認／変更下限値の確認／変更 

 上限値の確認／設定と同様に行います。 

 

 ● 年月日時間の設定年月日時間の設定年月日時間の設定年月日時間の設定 

 ① 電源を OFFにします。 

 

 ②    を押しながら電源を ONにし、 

 表示点灯したら離します。 

 秒を表示します。 

 

 ③    を押すと点滅し変更可能になります。 

 

 変更しない場合は点滅させずに    を 

 押します。 

 上限値の設定と同様に行います。最後に 

 

          を押した時に点滅は終了します。 

 

 ④ 次に    を押すと時分表示になります。 

 右の表示は、１５時２５分の表示例です。 

 変更する場合は③と同様に行います。 

 

 ⑤ 次に    を押すと月日表示になります。 

 右の表示は、２月１３日の表示です。 

 変更する場合は③と同様に行います。 

 

 ⑥ 次に    を押すと月日表示になります。 

 右の表示は、２００６年の表示です。 

 変更する場合は③と同様に行います。 

 

 ⑦ 次は、また秒の設定に戻ります。 

 終了する場合は、電源を OFFにします。 

 

 ※ 時計ＩＣ内蔵により、年月日時分は毎日設定する必要はありません。 

 

 

点滅 

００００．．．．４４４４７７７７ 

４７４７４７４７ 

上限上限上限上限 

１５１５１５１５.２２２２５５５５ 

２２２２.１１１１３３３３ 

２００２００２００２００６６６６ 

AUTO 

AUTO 

AUTO 

AUTO 

AUTO 

合計合計合計合計 

→→→→ 



 －９－

３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ３－３．スタート位置合わせ    

 次の操作でスタートする位置を合わせることができます。 

 

 ●    を押している間、ロッドが上昇します。 

 

 ●    を押している間、ロッドが下降します。 

 

３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認３－４．ゼロ表示の確認    

 測定を開始する前に、０．０００ｋｇと表示されているか確認します。 

 ゼロでなければ、   を押して下さい。 

 

３－５．測定３－５．測定３－５．測定３－５．測定    

 ① 測定物を計量台の中央に載せます。 

 

 ②    を押します。 

    ・ロッドが高速下降し表示はピークホールド状態になります。 

  ・測定物に接触すると低速になります。 

 ③ 約０．１秒毎に表示を監視し、増加しなければ破壊と判断します。 

 ④ Ｆ３３＝１の場合････データを印字し、スタート位置まで自動上昇します。 

Ｆ３３＝０の場合････その位置で停止します。 

                     

                でさらに押し込むことができます。 

              

                   で印字し、スタート位置まで上昇します。 

                     

                で印字せずにスタート位置まで上昇します。 

 

   ※※※※ 測定途中に何かキーを押すと測定を中断し、開始位置まで 

上昇します。 

 

      ※※※※ 測定終了後、   以外のキー操作でピークホールド 

     を解除し、通常の表示になります。 

 
      ※※※※ 印字は、プリンターオプションが付いている時に行います。 

       

※※※※ スタート位置に戻ってから、   ボタンを３秒以上押すと 

        直前の印字データを抹消印字することができます。 

        （印字が始まるまで押します） 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 

AUTO 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 

AUTO 

AUTO 

ゼロゼロゼロゼロ 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

ゼロゼロゼロゼロ 
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３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字３－６．合計値の印字    

 

 ● 測定が全て終りましたら    で下記の集計を印字できます。 

 

 ※※※※    一体型プリンタオプション付きの場合に有効です。 

 ※※※※    外部プリンタの場合は印字内容が違います。プリンタの説明書をご覧下さい。 

 

  ＜印字内容＞ 

 

 

 

 

        毎回印字 

 

 

 

 

 

        合計印字 

   （抹消したデータ 

    は合計には入って 

    いません） 

 

  ※ Ｆ２９の設定を１にしますと、Ｎ(ﾆｭｰﾄﾝ)単位の印字になります。 

    小数点以下は２桁になります。 

 

  ※ 偏差は、標本標準偏差です。 

    回数が２以上１００以下の場合のみ印字します。 

    計算がオーバーフローした場合は、９９．９９９で印字します。 

     ＜計算式＞ 

 

     標本標準偏差 ＝ 

 

 

００１    １０．８４５kg 
００２     ４．９６０kgL 
００３    ２０．５７５kgH 
００４  １１．４５０kg 
００４ －１１．４５０kgL 
００４  １０．１３０kg 
００５    １０．００５kg  
１０年０４月１３日 
１４時０９分 
回数 ００５ 
合計   ５６．５１５kg 

最大   ２０．５７５kg 
最小    ４．９６０kg 
平均   １１．３０３kg 

偏差    ５．６８９kg 

合計合計合計合計 

L=下限未満のマーク 

H=上限超えのマーク 

回数 

ｎ－１ 

Σ（Ｘi－Ｘ） 
i=n 

n 2 

Ｆ２８＝１の時は、 
年月日、時分を印字しま

せん 

前の印字の抹消印字 
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    ４．ファンクション設定４．ファンクション設定４．ファンクション設定４．ファンクション設定            

４－１．設定一覧４－１．設定一覧４－１．設定一覧４－１．設定一覧   ※空欄のファンクションは機能なしです。 

Ｆｕｎｃ（０～９） 

Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 

Ｆ ０ 内部使用   

Ｆ １    

Ｆ ２ 常時ﾌｨﾙﾀｰ回数 ３ １～９  （1=ﾌｨﾙﾀｰ弱 ～ 9=ﾌｨﾙﾀｰ強） 

Ｆ ３ 安定後ﾌｨﾙﾀｰ回数 ４ １～９  （1=ﾌｨﾙﾀｰ弱 ～ 9=ﾌｨﾙﾀｰ強） 

Ｆ ４ 表示回数 １ 0=30, 1=20, 2=13, 3=10, 4=8, 5=6 回/sec 

Ｆ ５ ｾﾞﾛﾄﾗｯｷﾝｸﾞ対象 ０ ０=総重量 

１=総重または正味重量 

Ｆ ６ 安定後ﾌｨﾙﾀｰ 

時間・幅 

４４ １０１ 

 
=時間（×0.2sec） 

１００ 

 
=幅 （×0.5目量） 

Ｆ ７ 安定検出時間･幅 

00=常時安定 

１２ １０１ 

 
=時間（×0.5sec） 

１００ 

 
=幅 （×1/2目量）  

Ｆ ８    

Ｆ ９ 安定化ﾌｨﾙﾀｰ ４ ０～９  （1=ﾌｨﾙﾀｰ弱 ～ 9=ﾌｨﾙﾀｰ強） 
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Ｆｕｎｃ（１０～１９） 

Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 

Ｆ１０ Power ON Zero ０ ０=AC通電時にｵｰﾄｾﾞﾛを実行しない 

１=AC通電時に表示を０kgにする 

  （ひょう量の±10%以内の時実行） 

   

Ｆ１１ ホールド機能 ３３３３ ０～２＝機能なし 

３=ピークホールド 

※必ず３に設定して下さい。※必ず３に設定して下さい。※必ず３に設定して下さい。※必ず３に設定して下さい。 

 （ｾﾞﾛ付近以上 

 で有効） 

 

Ｆ１２    

Ｆ１３ 表示戻り時間 ２ １～６ 表示時間＝設定値＋１秒 

Ｆ１４    

Ｆ１５    

Ｆ１６ ゼロボタン保存 ０ ０=EEP_ROMに保存しない 

１=EEP_ROMに保存する 

Ｆ１７ 合計値の保存 ０ ０=EEP_ROMに保存しない 

１=EEP_ROMに保存する 

Ｆ１８    

Ｆ１９ 破壊検出後下降

時間 

１０ ０～９９ ×１０msec 

破壊後、この時間後に下降停止 

Ｆｕｎｃ（２０～２９） 

Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 

Ｆ２０    

Ｆ２１    

Ｆ２２    

Ｆ２３    

Ｆ２４    

Ｆ２５    

Ｆ２６    

Ｆ２７    

Ｆ２８ 年月日時分印字 ０ ０＝印字する 

１＝印字しない 

Ｆ２９ kg／N切替 １ ０＝kg、１＝N（ﾆｭｰﾄﾝ）、２＝kgf 
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Ｆｕｎｃ（４０～４９） シリアル／ＲＳ用 

Ｎｏ． 内容 初期値 設定値 

Ｆ４０ 専用シリアル 

出力内容 

０ ０=計量値と同じ 

 

Ｆ４１ 専用シリアル 

モード 

２ ０＝設定しないで下さい 

１＝8121モード（外部プリンタ） 

２＝一体型プリンタ 

Ｆ４２    

Ｆ４３    

Ｆ４４    

Ｆ４５    

Ｆ４６    

Ｆ４７    

Ｆ４８    

Ｆ４９    

 

Ｆｕｎｃ（３０～３９） 

Ｆ３０ 破壊検出間隔 ５ 設定値×１０msec 

Ｆ３１ 破壊検出重量差 ２０ 設定値×目量 

ピーク値より正味がこの重量下がったら破壊 

Ｆ３２ 未検出重量 １０ １～９９ ×目量×１０＝比較重量値 

この重量以下の測定値は破壊検出しない 

Ｆ３３ 錠剤動作設定 １ ０＝破壊後一時停止 

１＝破壊後自動上昇 

Ｆ３４ NG重量 １０ １～９９ ×目量×１０＝比較重量値 

この重量以下の測定値は無効とし印字しない 

Ｆ３５ 高速用ｽﾋﾟｰﾄﾞ ６０ １～９９ 

Ｆ３６ 低速用ｽﾋﾟｰﾄﾞ ６ １～９９ 

Ｆ３７ ゼロ付近 ３０ ０～９９（目量数） 

Ｆ３８ ｿﾌﾄﾊﾞｰｼﾞｮﾝ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ表示 例）１．００ 

Ｆ３９ テストモード ０ ０=機能なし 

１=表示テスト実行 

２=スイッチテスト実行 
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４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示４－２．ファンクションの表示 

 

● 電源スイッチをＯＦＦにします。 

 

 

●     を押したまま、電源を入れます。 

 

 

●     を離します。 

 

 

４－３．設定方法４－３．設定方法４－３．設定方法４－３．設定方法 

 ① 各矢印キーでＦ＿Ｎｏ．を入力します。 

   

            で桁移動 

 

            で値の変更 

 

 

 ②     を押します。 

   そのファンクションの設定値を表示します。 

 

 ③ 矢印キーで設定値を入力します。 

 

 

 ④     を押すと設定値が記憶され、 

   次のＦ＿Ｎｏ．が表示されます。 

 

   設定値が範囲外の場合、元の値に戻ります。 

   再度、適切な値を入力して下さい。 

 

４－４．設定値内容４－４．設定値内容４－４．設定値内容４－４．設定値内容 

 Ｆ ２：常時フィルター回数 

     常に有効な平均化フィルターの回数を設定します。 

  １＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 

  振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし重量変化に対する表示の追従性 

     は遅くなります。 

 

上限上限上限上限 
８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８ 

 

上限上限上限上限 
ＦＦＦＦ            １１１１ 

紙送り紙送り紙送り紙送り 

←←←← 

合計合計合計合計 

→→→→ 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 

ＦＦＦＦ            ４４４４ 

AUTO 

            １１１１ 

            ２２２２ 

AUTO 

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ記号Ｆ 

ＦＦＦＦ            ５５５５ 
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 Ｆ ３：安定後フィルター回数 

  表示が安定するとこのフィルターが有効になります。 

  この安定判断は内部固定ですので、Ｆ７の安定検出を変更しても影響ありません。 

     １＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 

  振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし少ない重量変化に対する表示の 

反応は遅くなります。 

 

 Ｆ ４：表示回数 

     一秒間に重量表示を更新する回数を設定します。内容は一覧表をご覧下さい。 

 

 Ｆ ５：ゼロトラッキング対象 

     ゼロトラッキングとは、ゼロ点の変化が１秒間に０．５目量以内であれば、自動的 

にゼロ点を補正する機能です。 

     設定値０＝総重量がゼロの時に機能します。 

     設定値１＝総重量または正味重量の表示がゼロの時に機能します。 

 

 Ｆ ６：安定後フィルター時間・幅 

     ２桁目＝時間（×0.2sec）  １桁目＝幅（×0.5目量） 

     安定後フィルターが働く時間と幅を設定します。 

  設定値以内の変化で安定後フィルター（Ｆ３）が働きます。 

 

 Ｆ ７：安定検出時間・幅 

     ２桁目＝時間（×0.5sec）  １桁目＝幅（×1/2目量） 

     初期値１２の設定は、重量の変化が０．５秒間に１目量以内であれば、安定と 

     判断します。 

 

 Ｆ ９：安定化フィルター 

     表示が安定になり始めるとこのフィルターが働きます。 

     この安定判断は内部固定ですので、Ｆ７の安定検出を変更しても影響ありません。 

     ０＝フィルター弱 ～ ９＝フィルター強 

     振動等がある場合は、数値を大きくします。ただし安定になり始めの表示が若干 

遅くなります。 

 

 Ｆ１０：Power ON Zero（パワー オン ゼロ） 

     ＡＣ電源を通電した後の最初の総重量表示をゼロにします。 

     ただし、その重量がひょう量の±１０％以内の時に機能します。 
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 Ｆ１１：ホールド機能 

     設定値０＝ホールドの機能はありません。 

     設定値３＝計量値のピークを検出しその値で計量値表示します。 

 

 Ｆ１３：表示戻り時間 

     「上限」、「下限」の設定値を表示している時間を設定します。 

     実際に表示する時間は「設定値＋１秒」間表示します。 

 

 Ｆ１６：ゼロボタン保存 

     ゼロ補正した値（ゼロボタン、ゼロトラッキング）を電源ＯＦＦ後も記憶させるか 

どうか選択します。 

設定値０= EEP_ROMに保存しない 

設定値１= EEP_ROMに保存する 

 

 Ｆ１７：合計値の保存 

     回数、合計値がコード別メモリに割付けられていない場合に、値を電源ＯＦＦ後 

も記憶させるかどうか選択します。 

設定値０= EEP_ROMに保存しない 

設定値１= EEP_ROMに保存する 

 

 Ｆ１９：破壊検出後下降時間 

破壊検出してからこの時間後に下降を停止します。 

下降時間＝設定値×１０msec 

 

 Ｆ２９：kg／N切替 

この設定値を１にすると、演算によりｋｇをＮ（ﾆｭｰﾄﾝ）単位にして表示および 

印字します。１ｋｇｆ＝９．８０６７Ｎで計算します。 

目量が０．００５ｋｇの場合、最小単位は０．０５Ｎになります。 

スパン校正は、この設定がＮになっていてもｋｇで行います。 

設定値０＝kg 

設定値１＝N（ﾆｭｰﾄﾝ）  N =kgf×9.8067 

設定値２＝ｋｇｆ  kgf=kg×校正地区重力加速度／9.8067 

 

 Ｆ３０：破壊検出間隔 

  スタート後、計量物に接触してからこの時間間隔で破壊の判断をします。 

  時間間隔＝設定値×１０ｍｓｅｃ 
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 Ｆ３１：破壊検出重量差 

  ピーク値より正味がこの重量下がったら破壊と判断します。 

  破壊検出重量＝設定値×目量 

 

 Ｆ３２：未検出重量 

この重量以下の測定値は破壊検出を行いません。 

設定値×目量×１０＝未検出重量値 

１０の設定の場合は、 

１０×５×１０＝５００→５００ｇ以下の測定値は破壊検出せずに下降します。 

 Ｆ３３：錠剤動作設定 

設定値０＝破壊後一時停止 

設定値１＝破壊後自動上昇 

 

 Ｆ３４：NG重量 

１～９９ の値を設定します。 

設定値×目量×１０＝ＮＧ重量値 

この重量以下の測定値は無効とし印字しません。 

２０の設定の場合は、 

２０×５×１０＝１０００ →１０００ｇ以下の測定値は無効 

 

 Ｆ３５：高速スピード 

１～９９ の値を設定します。 

スタートしてから計量物に接触するまでのスピードを設定します。 

 設定値に対するスピードはスピード一覧を参照して下さい。 

 

 Ｆ３６：低速スピード 

１～９９ の値を設定します。 

計量物に接触してからのスピードを設定します。 

 設定値に対するスピードはスピード一覧を参照して下さい。 

 

 ※ 動作開始から設定スピードに達するまでの加速時間が多少ありますので、設定は目安 

   となります。 
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＜スピード一覧表＞ 

 

 

 

 

設定値 mm/sec 

1 0.03 

2 0.06 

3 0.08 

4 0.11 

5 0.14 

6 0.17 

7 0.20 

8 0.23 

9 0.26 

10 0.29 

11 0.32 

12 0.35 

13 0.38 

14 0.41 

15 0.44 

16 0.47 

17 0.51 

18 0.54 

19 0.57 

20 0.60 

21 0.64 

22 0.67 

23 0.70 

24 0.74 

25 0.77 

26 0.81 

27 0.84 

28 0.88 

29 0.91 

30 0.95 

31 0.98 

32 1.02 

33 1.06 

34 1.09 

設定値 mm/sec 

35 1.13 

36 1.17 

37 1.21 

38 1.24 

39 1.28 

40 1.32 

41 1.36 

42 1.40 

43 1.44 

44 1.48 

45 1.52 

46 1.57 

47 1.61 

48 1.65 

49 1.69 

50 1.74 

51 1.78 

52 1.82 

53 1.87 

54 1.91 

55 1.96 

56 2.00 

57 2.05 

58 2.10 

59 2.15 

60 2.19 

61 2.24 

62 2.29 

63 2.34 

64 2.39 

65 2.44 

66 2.49 

67 2.54 

68 2.59 

設定値 mm/sec 

69 2.65 

70 2.70 

71 2.75 

72 2.81 

73 2.86 

74 2.92 

75 2.98 

76 3.03 

77 3.09 

78 3.15 

79 3.21 

80 3.27 

81 3.33 

82 3.39 

83 3.45 

84 3.51 

85 3.58 

86 3.64 

87 3.71 

88 3.77 

89 3.84 

90 3.91 

91 3.97 

92 4.04 

93 4.11 

94 4.18 

95 4.26 

96 4.33 

97 4.40 

98 4.48 

99 4.55 
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 Ｆ３７：ゼロ付近設定 

  総重量表示が、この目量以下の時にゼロ付近と判定します。 

  ロッドが計量物に接触し、重量がゼロ付近を超えると低速スピードになります。 

３０×５＝１５０ →１５０ｇ 

 

 Ｆ３８：ソフトウェアバージョン 

  ソフトウェアのバージョンＮｏ．を表示します。変更はできません。 

 

 Ｆ３９：テストモード 

  表示、スイッチなどのハードウェアのチェックを行います。 

設定値０=機能なし 

設定値１=表示テスト実行 

設定値２=スイッチテスト実行 

 

※ テストを終了する場合は、電源スイッチを切ります。 

○ 表示テスト・・・・・・オール８を表示します。 

    「AUTO」を押すと設定値の表示に戻ります。 

   ○ スイッチテスト・・・・各スイッチを押しますと、対応する番号を計量値に表示 

                します。「AUTO」は設定値の表示に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｆ４０：専用シリアル出力内容 

  専用シリアルへ出力する値を選択します。 

設定値０=計量値表示と同じ 

設定値１=総重量 

設定値２=正味重量 

  

Ｆ４１：専用シリアルモード 

  専用シリアルへ接続する機種を選択します。 

設定値１＝外部プリンタ（ＡＤ－８１２１） 

設定値２＝一体型プリンタ 

ゼロゼロゼロゼロ 

合計合計合計合計 

→→→→ 

紙送り紙送り紙送り紙送り 

←←←← 

AUTO 

(設定設定設定設定) 

 

上限上限上限上限 

下限下限下限下限 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 

２＝ ＝１ 

３＝ ＝４ 

６＝ ＝８ 

５＝ ＝設定値に戻る 



 －２０－ 

    ５．プリンタ５．プリンタ５．プリンタ５．プリンタ                     

５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ５－１．一体型プリンタ 

 

  ● 用紙交換方法 

   ① カバーを開ける 

     カバー上部のナイラッチを手前に引いて外します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ② プリンタ左側面のレバーを上げます。 

   ③ 用紙をゴムローラーの下側に 

     入れてツマミを回し、紙を出口 

     まで送ります 

   ④ レバーを下げます。 

 

  ● クリーニング 

   ① 裏面の電源スイッチをＯＦＦにします。 

   ② プリンタのカバーを外します。 

   ③ レバーを上げて、用紙を取り除きます。 

   ④ アルコールをやわらかい布などに付けて紙送りローラーを拭きます。 

     さらにツマミを回して汚れを拭き取ります。 

 

  ● 機能 

「３－５．測定」「３－６．合計値の印字」をご覧下さい。 

 

レバー 

８８８８８ 

ナイラッチ 

ツマミ 



 －２１－ 

    ６．校正６．校正６．校正６．校正                  

 計量部からの電気信号を変換し、正しい重量値を表示させる為に校正を行います。 

 

６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行６－１．校正モードへの移行 

 ① キャリブレーションモードの表示 

 

●  裏面の電源スイッチをＯＦＦにします。 

 

●     を押したまま、電源スイッチをＯＮ 

  にします。 

 

     次に    を離します。 

 

※※※※ キャリブレーションモードに入ると、オートゼロ（ゼロボタン、ゼロトラッキング） 

  はキャンセルされ、ゼロトラッキング機能も無効になります。 

 

６－２．校正用設定６－２．校正用設定６－２．校正用設定６－２．校正用設定 

 ② 校正用設定 

● スパン校正を行う場合は、Ｃ３（校正地区）の設定をＣ２（使用地区）の値と同じ 

に設定します。 

（下記のスイッチを参照し、設定します） 

 

６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正６－３．ゼロ校正 

 ③ ハカリになにも載せない状態でゼロの校正を行います。 

● 下記のスイッチでＣ０ を表示させます。 

 

 

 

          で点滅桁を左に移動（←） 

 

          で点滅桁を右に移動（→） 

 

          で点滅桁の値を＋１（↑） 

 

          で点滅桁の値を－１（↓） 

 

ゼロゼロゼロゼロ 

ＣＣＣＣ            １１１１ 

点滅 

ゼロゼロゼロゼロ 

ＣＣＣＣ            ００００ 

ゼロ 

合計 
→→→→ 

紙送り 

←←←← 

AUTO 

(設定) 

 

上限 

下限 

上昇 
↑↑↑↑ 

下降 
↓ 

キーの配置 
紙送り紙送り紙送り紙送り 

←←←← 

合計合計合計合計 

→→→→ 

上昇上昇上昇上昇 

↑↑↑↑ 

下降下降下降下降 

↓↓↓↓ 



 －２２－ 

 

●    を押します。 

 

 

 

● 表示の安定を確認後、再度    を 

押すと、ゼロ校正が完了します。 

次のスパン校正を表示します。 

 

スパン校正が不要の場合はここで電源をＯＦＦにします。 

 

６－４．スパン校正６－４．スパン校正６－４．スパン校正６－４．スパン校正    

 ④ ゼロ校正の次にスパン校正を行います。 

 

● Ｃ９９を表示しましたら、再度    を 

押します。 

  ひょう量を表示します。（ｋｇ単位） 

 表示例は４０．０００ｋｇ。 

 

● 分銅を載せます。（ｋｇ単位） 

 載せた分銅の値を設定します。 

 （前ページゼロ校正のスイッチ参照） 

 表示例は２０．０００ｋｇ。 

 

● 重量の安定を確認後、    を押すと 

スパン校正が完了し、 

表示はＣ９８になります。 

 

電源をＯＦＦにし、終了です。 

 

 

            ００００ 

AUTO 

ＣＣＣＣ        ９９９９９９９９ 

AUTO 

AUTO 

４０００４０００４０００４０００００００ 

２０００２０００２０００２０００００００ 

AUTO 

ＣＣＣＣ        ９９９９８８８８ 



 


